
 

令 和 ７年 ９月 ３０日 

保護者のみなさまへ 

                                    河内長野市立加賀田小学校 

                                   校  長    寺 垣  真 二 

 

令和７年度 全国学力・学習状況調査及びすくすくウオッチの結果について 
   

秋冷の候、保護者のみなさま方にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は、本校の教育活

動の推進にご理解とご支援を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

  さて、４月１７日に６年生が実施しました全国学力・学習状況調査及び４月２１日に５、６年生が実施しまし

たすくすくウオッチの結果について、学力・生活面から分析した学校全体としての概要をまとめました。 

 

 

１．調査に関する学校の基本的な考え方 

全国学力・学習状況調査は、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒

の学力や学習状況の把握・分析を行い、教育施策の成果と課題の検証及びその改善を図ること、また学校

における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることを通じて教育に関する継続的

な検証改善サイクルを確立することを目的にしています。 

またすくすくウオッチは、子どもたちに各教科の学力に加え、ことばの力や文章、情報を読み取り考える力、

様々な情報を活用する力、そして「見えない学力」と言われるねばり強さや好奇心などを育む、大阪府として

の取組みです。これらをふまえて、本校では、次に挙げるような成果が期待されると考えております。 

○子どもたちは、それぞれの学習の到達状況を知ることで学習意欲を高め、自ら目標を持って今後の学習

の改善や励みとする。 

    ○自校の状況をより詳細に分析することで、子どもたちの確かな学力及び教員の指導力・授業力の向上

につなげる。 

 

 

２．調査結果の取り扱い 
○本調査により測定できるのは、学力の限られた一部分であり、学校における教育活動の一つの側面で

す。すべての学力を捉えられているものではないことに十分留意して取り扱うことが必要です。 

○学校は、「子どもにどのような力がついてきたのか」「学校がどのような教育を進めているのか」「子ど

もの学習状況や生活習慣等にどのような良い点・課題があるのか」など、一人ひとりの学力向上の取組

みの改善とともに、学校における課題を整理して、課題改善する取組みを進めていきます。 

 

３．調査結果についてのお願い 
○学習への意欲は、子どもの自尊感情と大きな関係があります。友だちやきょうだいと比較することは、意

欲を低下させる場合があります。今回の結果からお子様の伸びや課題を知り、まずはお子様の良いとこ

ろを褒めてください。その上で、課題について頑張って克服できるよう励ましてあげてください。そのこと

がお子様の学習意欲を高めることにつながります。 
○学力の向上は学校が主にその役割を担いますが、各家庭におかれましても、今回の結果を子どもたちの

基本的な生活習慣の見直しや今後の家庭学習の進め方等の参考にしていただきますようよろしくお願い

します。 

○調査結果のうち、正答率については、調査に参加した子ども並びに保護者の方にのみ提供しているもの

です。学校間の序列化や過度な競争につながらないよう、その取り扱いについては、十分にご留意いた

だきますようお願いします。 

 



 

4．学力調査・すくすくウオッチの概要  

(1) ６年 学力・学習状況調査 

国語 
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特に成果が見られた問題例 

「数と計算」の領域に関する問題は正答率が高かった。 
◆問題番号３(1) 問題番号４(1) 
「小数の加法の考え方」や「必要な数量の見出し方」の問題は、正答率が高かった。計算の仕方を
考え、なぜその計算になったのか、友だちにわかるように説明するといった学習の機会を授業の中で
意識して取り入れた成果だと考えられる。 
 
特に課題が見られた問題例 
「図形」の領域の問題に課題がみられた。また、問題の意味や場面を十分理解しないで解答して

いく傾向があり、２つ問いがあるのに１つしか答えていないなど条件に合った記述ができていな

かった。 
◆問題番号２(1) 
 「平行四辺形をかくために必要なもの」を問われた問題では、もう一つの頂点を探すためにコンパス
の開く長さを理解していなかったり、コンパスの針をどこに置くか理解できていない解答が多かった。 
◆問題番号２(4) 
「五角形の面積の求め方」では、分割方法は選択式で解答できたが、その求め方が記述式で解答で
きなかった児童もいるのではと見受けられる。 

特に成果が見られた問題例 

我が国の言語文化に関する事項について正答率が高かった。 
◆問題番号２二  
「図表などを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかどうかをみ
る」問題は、正答率が高かった。 
◆問題番号３一  
「時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付くことができるかどうかをみる」問
題の正答率も高く、短い文からだと内容と解答の関係性を捉えることができている。 

 

特に課題が見られた問題例 

「情報の扱い方」「読むこと」について課題がみられた。 
◆問題番号１二 
「情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うことが
できるかどうかをみる」問題では、長文から複数の情報を統合して読み解くことに課題がみられる。 
◆問題番号３三（１） 
「目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることができるかどうか
をみる」問題の正答率が低く、情報の扱い方に課題が見られた。 
表やグラフ、文などから情報を得ること、得た情報を選別し活用することを意識した指導をすること
が大切である。 
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(2) ６年 すくすくウオッチ 

教科横断的な問題わくわく問題 

 

 

 

 

 

 

 

(３) ５年 すくすくウオッチ 

国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に成果が見られた問題例 
図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、正しくとらえる問題は、正答率が府平均
を上回った。 

 

特に課題が見られた問題例 
「図や表グラフ、短い文章、会話文などの内容に関連付けて新たな事柄を考える」、「興味、関心の
ある事柄について意欲的に工夫して相手に伝える」問題において府平均を下回った。 

 

特に成果が見られた問題例 

「エネルギー」を柱とする領域では、正答率が高かった。 
◆問題番号１(1) 
「直赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて実験の方法を考える」の問題は、
正答率が高かった。理科の実験に関する条件制御について正しく理解していることがわかる。 
 
特に課題が見られた問題例 

「地球」を柱とする領域で課題が見られた。 

◆問題番号４(2)エオ 
「水の状態変化」の問題では、水蒸気が冷やされると液体の水になることが理解できていない解
答が多かった。 
◆問題番号２(1)  
「身の回りの金属の性質についての知識が身に付いているかどうかをみる」問題で金属（アルミ、
鉄、銅）の中のいずれかで、電気を通さないと解答した児童が約８割いた。府、全国も同様ではある
が、３年生の学習事項であるからか、記憶が薄れてしまっているのかもしれない。定期的に復習する
ことの重要性がわかる。 

特に成果が見られた問題例 
◆問題番号9 
「一文を二文に分けて書くとき、適切な接続語を使う」問題は非常に正答率が高く、接続語の使い
方に習熟が見られた。 

 
特に課題が見られた問題例 
◆問題番号１０ 
「文と文との意味のつながりを考えながら、適切な接続表現を使って一文で書く」問題において、
大きく府平均を下回った。接続語を使うことはできているものの、多様な表現をすることに課題があ
る。日々の授業や家庭学習で文を書くことや読むことを通して、漢字を含めた様々な言葉に習熟する
必要がある。国語辞典を使って言葉の意味を調べる活動などを取り入れる必要がある。 



 

算数  

 

 

 

 

 

 

 

 

理科  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科横断的な問題わくわく問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に成果が見られた問題例 
◆問題番号１(２) 
「立方体の展開図として成立しないものについて、その理由を考える」問題では、正答率（準正答
含む）が高く、展開図の仕組みを理解できていた。 

 

特に課題が見られた問題例 
◆問題番号１(３)   
「２種類の三角定規を組み合わせてつくることができる図形」の問題は、準正答率は70％を超え
ているものの正答はなかった。図形の性質について繰り替えし学習する機会を作り、定着を図る必要
がある。 

特に成果が見られた問題例 
◆問題番号１(４)   
「水の性質をお風呂の洗い場の床が傾いている理由と結び付けて考える」問題では、特に正答率
が高く府平均を大きく上回った。水は高い場所から低い場所へと流れて集まるという性質を、日常の
経験に関連付けて説明をすることができていた。 

 

特に課題が見られた問題例 
◆問題番号２(３) 
「電池が1つなくなった際の回路について考える」問題において、並列つなぎの性質やことば自体
を理解できていない児童が見られた。知識として覚えておくべき語句や特徴、性質など、繰り返し触
れる機会を作る必要がある。 

特に成果が見られた問題例 

図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、それをもとに論理的に考える問題は、大阪
府の平均と比べて高かった。また、会話から読み取り、問題をとらえる問いも、大阪府の平均より高か
った。 
 

特に課題が見られた問題例 

記述の観点がある問題において、いずれも府平均よりも低く、「自分の考えたことを伝え、記述す
る」ことが課題となっている。授業の中で、自分の考えを書き、それを伝える活動をさらに取り入れる
必要がある。 



 

5．児童質問紙から見る学習・生活状況等のようす 

（１） ６年 全国学力・学習状況調査の児童質問紙より 
 

1：当てはまる   2：どちらかといえば当てはまる   3：どちらかといえば当てはまらない  4：当てはまらない 

         

○特に成果が見られたアンケート項目  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●特に課題が見られたアンケート項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「将来の夢や目標を持っていますか。」 
(質問番号7) 

 1 2 3 4 

加 小 72.2 22.2 2.8 2.8 

大阪府 61.3 20.9 9.7 8.0 

全  国 60.7 22.4 10.3 6.6 

「いじめは、どんな理由があってもいけないこと
だと思いますか。」(質問番号9) 

 1 2 3 4 

加 小 80.6 19.4 0.0 0.0 

大阪府 79.2 17.3 2.5 0.9 

全  国 81.4 15.8 2.1 0.7 

「分からないことやくわしく知りたいことがあった
ときに、自分で学び方を考え、工夫することはで
きていますか」 (質問番号16) 

 1 2 3 4 

加 小 47.2 47.2 5.6 0.0 

大阪府 34.6 46.7 15.1 3.5 

全  国 32.6 49.1 15.3 2.8 

「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大
人にいつでも相談できますか。」 
 (質問番号10) 

 1 2 3 4 

加 小 30.6 36.1 27.8 5.6 

大阪府 40.7 34.6 16.3 8.3 

全  国 33.1 37.5 20.5 8.8 

「学校に行くのは楽しいと思いますか。」 
 (質問番号12) 

 1 2 3 4 

加 小 22.2 44.4 22.2 11.1 

大阪府 49.1 36.0 9.5 5.2 

全  国 49.9 36.6 9.1 4.3 

「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時
間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わってい
る時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）。」 (質問番号17) 

 1 2 3 4 5 6 

加  小 19.4 8.3 11.1 27.8 19.4 13.9 

大阪府 13.7 11.8 23.3 22.4 16.4 12.2 

全  国 12.1 12.8 29.1 27.4 12.9 5.7 

1 ： ３時間以上 

2 ： ２時間以上 

3 ： １時間以上 

4 ： ３０分以上 

5 ： 30分未満 

６ ： 全くしない 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童アンケート 

○特に強みが見られたアンケート項目 

1：あてはまる   2：どちらかといえばあてはまる   3：どちらかといえばあてはまらない  4：あてはまらない 

 

 

 

 

 

 

 

1：あてはまる   2：ややあてはまる   3：どちらともいえない  4：ややあてはまらない  ５：あてはまらない 

 

 

 

 

 

 

 

 

●特に課題が見られたアンケート項目 

1：あてはまる   2：ややあてはまる   3：どちらともいえない  4：ややあてはまらない  ５：あてはまらない 

「「自分にはよいところがある」と思う」 
 (質問番号１) 

 1 2 3 4 

加  小 45.0 47.5 7.5 0.0 

大阪府 51.0 38.0 7.3 3.6 

「家の中にホッとする場所がある」 (質問番号
66) 

 1 2 3 4 

加  小 100 0.0 0 0 

大阪府 94.0 5.7 5.8 2.2 

「学級会では、自分たちで意見を出し合って、ものごと
を決めている」 (質問番号39) 

 1 2 3 4 ５ 

加  小 50.0 40.0 10.0 0.0 0.0 

大阪府 48.9 30.8 16.8 1.7 1.5 

「難しいことがあっても、あきらめない」  
(質問番号５) 

 1 2 3 4 ５ 

加  小 25.0 32.5 25.0 17.5 0.0 

大阪府 29.8 39.2 21.5 6.0 3.5 

「あなたの学級は、協力的である」  
(質問番号34) 

 1 2 3 4 ５ 

加  小 25.0 32.5 25.0 17.5 0.0 

大阪府 29.8 39.2 21.5 6.0 3.5 

特に成果が見られた項目 
「将来の夢や目標を持っていますか。」の質問項目では肯定的回答が府全国平均を大きく上回ってい
る。他の質問項目との関連からも自己肯定感の高さが見て取れる。また、「いじめは、どんな理由があっ
てもいけないことだと思いますか。」の質問項目では肯定的回答が１００％となるなど規範意識が高まっ
ていると言える。 
「分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできて
いますか」の質問項目での肯定的回答が非常に高く、主体的に課題に取り組もうという意識を持つこと
ができているといえる。関連して、「総合的な学習の時間での学習活動に取り組み」について問う質問で
も高い肯定的回答率が見られた。 
 

課題が見られた項目 
「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか。」の項目では、およ
そ34％の児童が相談できないと感じている。また、「学校に行くのは楽しいと思いますか。」の項目でも
およそ３３％の児童が楽しいと感じられていない。これらのことから、子どもたちが安心して楽しく通うこと
ができる学校であるよう、学年集団づくりや、相談体制の整備にさらに努めていくことが必要である。 
「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか
（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間
も含む）。」の項目では、授業以外では全く勉強をしない児童が13.9％いることがわかる。学習習慣作
りが今後の学力形成に大きく影響することから、宿題や自学などの取り組み方についても見直していく
必要がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．調査結果を受けて 

(1)学校が重点的に取り組んでいくこと 

①読書活動の充実 

○朝読・昼読、読書月間など、学校での読書時間を設定。 

○調べ学習の際に、学校の図書室や市立図書館の書籍を活用。 

○図書の時間を充実させ、読書の楽しさを感じることができるようにする。 

②書く活動 

○日記・作文指導に取り組む。 

○集中力をあげるためのトレーニングを取り入れる。（朝の会や授業前の簡単な動作） 

③基礎基本の定着を図ります         

○朝のKKタイムでの漢字計算学習の内容を見直し、子どもたちの苦手を克服できるようにする。 

○その日に学習したことを復習できるよう、家庭学習の内容を見直す。 

 

④授業の中で自分の考えを整理して書く活動 

○１人で課題にねばり強く向き合う時間（自力解決）を設定した授業づくりに取り組む。 

○学習した内容をふりかえる時間を設定し、学んだことや気づいたことを自分の言葉で表現でき

るようにする。 

「ふだん（月曜日から金曜日）１日に、およそどれくらいの時間、学習以
外（ゲームやＳＮＳ等）にスマートフォンやタブレット等を使っています
か」 (質問番号69) 

 1 2 3 4 ５ 6 7 

加  小 30.0 20.0 17.5 10.0 20.0 0.0 2.5 

大阪府 23.9 12.8 16.9 20.9 16.3 3.9 5.1 

強みが見られた項目 
１「自分にはいいところがある」、39「学級会では自分たちで意見を出し合って、ものごとを決めてい
る」、28「先生は、あなたのよいところを認めてくれている」、29「先生はあなたが間違ったことをしたと
き叱ってくれる」の肯定的な回答が高く、ほめることや認めること、時には間違いを正すことを通して、児
童の自主性や自己肯定感が向上したり、信頼関係の構築の要因なっていると考えられる。 

 

課題が見られた項目 
5「難しいことがあっても、あきらめない」、25「はっきりした明快な答えが出るまでずっと考える」、26
「予期しない出来事が起きたとき、原因がわかるまで調べる」の項目では肯定的回答率が府平均を10
～20％ほど下回り、困難な状況に対してねばり強く向き合うことを避ける傾向にあることがわかる。一
方、34「あなたの学級は、協力的である」、35「あなたの学級は、友だちが困っているときには助け合
う」という項目で府平均を下回っており、仲間と協力しながら物事に取り組む意識を高めていく必要が
ある。 
また、69「ふだん（月曜日から金曜日）１日に、およそどれくらいの時間、学習以外（ゲームやＳＮＳ等）
にスマートフォンやタブレット等を使っていますか」の質問項目において、平日にゲームやSNSに関連し
たスクリーンタイムが３時間を超えている児童が半数いることがわかる。視力の低下等が問題視されて
いることから時間等を決め、適切に使うことが必要である。 

1 ： ４時間以上 

2 ： ３時間以上     

3 ： ２時間以上 

4 ： １時間以上     

5 ： １時間未満 

６ ： 持っているが全くしない 

７ ： 持っていない 



 

○生活・総合での調べ学習やまとめ学習において、体験や聞き取り、資料から分かったことを整

理して書く活動を取り入れる。 

 

 (2)児童のみなさんに取り組んでほしいこと 

○授業や自主勉強では、自分の考え方や授業のふりかえりを書くなど、ノートづくりの工夫をしま

しょう。 

○自分の考えや意見は、理由をつけて丁寧な言葉で伝えることができるようにしましょう。 

○授業やテストで分からなかったところはそのままにしないで、やり直しに最後までていねいに取

り組みましょう。 

○読書活動に積極的に取り組みましょう。読みたい本をそばに置き、空いた時間に読書をする習慣

を身につけましょう。 

○地域や社会に関心をもち、「知りたいな」「やってみたいな」と感じた行事等に積極的に参加し

ましょう。 

 

(3)保護者のみなさまに協力していただきたいこと 

○起床、朝食、夕食、テレビやインターネット等の視聴時間や就寝時刻等、規則正しい生活を心が

け、子どもたちが毎日元気に登校できるようにしてください。 

○オンラインゲームやタブレット、スマートフォン（動画サイト、ＳＮＳ等）については、時間管

理だけでなく、使用の仕方や危険性についても十分に話し合って、ルールを設定し、それを守る

ようにご指導ください。 

○子どもが話したいことを自分の言葉で伝えることができるよう、お子さまの話を最後まで丁寧に

聞いてあげてください。 

○家庭学習の時間を大切にし、子どもたちが自ら学習に向かうことができるよう、予習復習の計画

や内容についてのアドバイスをお願いします。 

○お家で一緒に本を読んだり、音読練習を聞いたりするなど、子どもたちが本のよさを感じながら、

読書活動に取り組めるようにしてください。 


